
 

   

＜ 燕雀安んぞ鴻鵠の志を知らんや （えんじゃく、いずくんぞ、こうこくの、こころざ
しをしらんや）＞          司馬遷「史記」の中の「陳勝の言葉」     

 

先日「韓信の股くぐり」という故事成語を教えましたが、一緒に「燕雀安んぞ鴻鵠の志を知らんや」とい
う故事成語も覚えましょう。意味は『ツバメやスズメのような小さな鳥たちには、大空を飛び交（か）うシギ

やサギのような大きな鳥の気持ちはわからないだろう』ということから、 

『大人物は考えることが壮大で、大きな理想や目的をもって日々努力するが、小人物は夢や希望を

持たないために努力をしようとしないし、大人物がなぜそのような努力をしているのかさえ理解でき

ない。したがって大きな夢と希望を持つ人はそのような夢を持たない人たちにかかわっていても仕方

がないから、ほったらかし自分は努力し続けなさい』というものです。 

つまり君たちが進学や就職について大きな目標をもっていろいろと学びそして苦しんでいるのを見て、将来

のことを真剣に考えようともしない、夢も希望も持たなくて勉強をまじめにしない人たちの中には「いったい

何のためにそのような苦労しているのか」と不思議に思う人たちがいますが、そのような人たちに夢や希望を

語っても仕方がないので、そんな人たちにはかかわらないで、自分だけは努力をし続けなさいという教えです。 
この言葉は使い方によっては「とても傲慢（ごうまん）で生意気（なまいき）に思われますので、あまり口には

出さない方が良いでしょう。しかし大志を抱いている人や、受験競争が厳しい今の君たちの年齢の時や、ビジネス

や社会への奉仕などで、将来大きな希望や野望が生じた時には、この言葉を「しっかりと心の中に秘めて頑張りま

しょう」。 

※故事成語やことわざを知らないと、馬鹿にされていてもそのことに気が 

付かないというみじめなことになります。「便覧」にたくさん載っていま 

す。とりあえず暗記用に１００均の「ことわざ集」を全員に配布します 

ので、少しずつ覚えてくださいね。 
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＜「ブラジル・オリンピックのメダリスト」からのあなたたちへのメッセージ ＞ 

今年 2016年の「ブラジル・オリンピック」の競技では日本の選手は素晴らしい結果を出していますが、いつもの

ように選手たちは「悲喜こもごもの人生の姿」を私たちに見せてくれます。その中から２件紹介します。 

まずは日本の田知本さんで、女子柔道の金メダリストです。4年前のロンドン・オリンピックでは、みんなから期

待されていたにもかかわらず、７位に終わり本人の落胆や後悔ばかりではなく、多くのスポーツメディアや国民も

彼女を冷たい目で見つめていました。館長も期待していたので大いに失望していました。しかし今年は４年間の苦

しみを乗り越えて見事に金メダルを取られました。彼女の４年間の気持ちを表す、鬼気（きき）迫る顔の表情、そし

て強い信念は、試合の展開に反映され、見事な結果を勝ち取られました。 

もう一人はケニアの女子マラソンランナーでの金メダリストのスムゴングさんです。ロンドンでは 42.195㌔のマ

ラソンの最後のトラックでの争いで、4人の争いで一人だけメダルを取れなくて４位になった選手です。ぜひとも勝

ちたいという気持ちは、マラソンの後半に見られ、見事なかけひきで、金メダルを手にされました。 

最近のプロ野球のイチロー選手などにも見られますように、プロの選手やオリンピック選手は「私たちが生きて

いくにあたって必要なもの」をわかりやすく教えてくれます。忍耐力、努力、目標を持つことの大切さ(志成館のテ

ーマの High Hopes)、決してあきらめないという強い気持ち、そして周囲への感謝の気持ちを持ち続けることの大切

さと、その気持ちが自分と他者にもたらしてくれる幸福感などです。まさに志成館のこの紙の目的を端的に示して

くれているのです。 

これらのことを感じながら、勝敗という結果だけこだわることなく、今後もオリンピック競技やスポーツ競技を

楽しんでください。 
2016 年 夏 志成館 
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＜「神も仏もない」という悲しみの言葉・・・広島や長崎の悲劇から 71年たって＞ 

原子爆弾が日本に落とされて今年で 71 年になる。被爆者の受けた悲しみ苦しみは言葉にできないほど

悲惨なものであり、その苦しみは今も続いている。他方でそれから少したって生まれた館長はそのような被害

に遭うことは一度もなく、平和にそして物質的には恵まれた生活をして現在までそれなりに幸せに生きてきた。 

「神も仏もない」という言葉がある。ひどい災難が続いてなに一つ幸運がやってこないという嘆きの言葉

である。広島や長崎の被爆者に限らず、これまでの歴史的事件や現在起こっている世界中の悲劇を見て、自分

が過ごした幸せな日々と比べると、「神や仏」は人々に対してなんと不公平なことをするのであろうか!! 何と

いう差別をするのだろうか!! と強く感じてしまう。 

このような理由から館長は神や仏を信じることはなくなった。学生時代のことである。それ以来「いかなる

人類の悲劇の解決も、ブッダやキリストやムハンマドなど、神や仏のような他力に頼るのではなく、

欠陥だらけではあるが多くの長所を持つ個々の人間が学び、努力してこのような悲劇をなくすしかな

い、人間を信じて行動するしか方法はない」と思い続けている。終わることもない長い人類の戦いであろ

うと思う。しかし「すべての人類は、世界中のすべての人々がわけへだてなく幸せに、そして平和に過

ごせるような時代が来るまで戦い続ける責任がある」と思う。そうする事で「人間には神や仏を越え

る責任がある」と思うがどうだろうか。 

 
2016 年 夏 志成館 
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 ＜ 「茶髪事件」と個性の大切さを認めない不自由な社会 ＞ 

自分の髪の毛が少し赤みがかっている生徒に対して、「茶色に染めた髪を黒い色に戻しなさい」という誤った指導

をした先生が問題となっています。この問題はとても重大で、根が深く、君たちは単に髪の毛についての勘違いの

問題であると軽く考えないようにしてください。典型的な「差別」と「いじめ」なのです。 

社会を牽引していると思っている愚かな権力者や指導者たちは、すべてを自分の気に入るように社会を変え

ていこうとする傾向があります。そしてその方針に合わない人々を排除するのです。この問題もこの文脈で起

こったことであり、個性を尊重しないこのような指導は重大な誤りと解すべきです。そもそも人間は一人一人

が異なっているから楽しいのであり、外見も思想も本来バラバラで良いはずです。館長が「おしゃれをする生徒は

大好きだ」と言っているのも個性を大切にしてほしいと願っているからです。 

もちろん場所や状況に応じてそれなりの規律は大切で、この場合もピンク色や紫色に染めていた場合は、学習の

場所としてふさわしくないという指導を受けてもよいと思います。しかし今の時代の日本には世界中の「国」の人々、

より具体的には世界中の「人種」の人々が日本の学校に通っています。そのことを前提にして考えた場合、このよ

うな狭量（考えが狭い人の事）な先生がいるとは恐ろしいことであると思います。館長も白髪を染める時には真っ

黒と少し赤みがかった色そしてほぼ茶髪の選択ができますし、茶髪の友人もたくさんいます。 

この「幸せになるための思考方法」の文書で今後もしつこく述べ続ける予定なのですが、「個性を重視しない社

会こそが、破滅を招いた戦前の軍国主義社会の日本の姿である」ということを一時たりとも忘れないようにし

てください。人をいじめる人間には保守的で権威主義的な人たちが多いのです。 
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〈 「物言えば、唇寒し、秋の風」という日本社会の哀れな現実 〉 
最近の新聞紙やテレビのニュースで、神戸製鋼や東芝や日産や東レそしてヤマト運輸などの日本いや世界を

代表する日本の大企業がいろいろな不正やごまかしをしていることが記事になっています。とても情けないこ

とであるだけではなく、これらの日本の大企業の評価が下がることは、あなた達の将来の就職にも悪影響を及

ぼすことにもなかねません。 

「物言えば、唇寒し、秋の風」ということわざの意味は、『自分の周りに起こっているいろいろな不正や
ごまかしを、「悪いことだ」と、正直な気持ちから批判すれば、会社や地域社会のトップの支配者層からいじ

められ、のけ者にされるので、何も言わない方がましである』というものです。事なかれ主義、ディレッタン

ト、見ざる言わざる聞かざるの「三猿」、などと同じ意味で、人間が自分の身を守るためには、黙っているの

が安全だというものです。 

しかしその結果が日本の企業のこの哀れな姿なのです。多くの会社の一部の出世した重役たちこそ、このよ

うなずるいことをし続けた責任者なのです。君たちは今のうちから、「この大人の社会の醜さ」を知っておく

必要があります。何も言わない何もしない人が会社の社長になることが多いというのは企業社会でも政治の世

界でも同じ傾向があります。だから特に今の日本の政治の世界では、能無しの大馬鹿者が国会議員になり、国

を動かしているというようなひどい表現をしてもあながち間違ってはいないのです。悲惨な事態なのです。 

このような大人の社会と「学校でのいじめの問題」とが全く同じで、同根の問題であることは、「想像力」

がある人にはすぐにわかったと思いますがいかがでしょうか。さて、君たちは、このような問題だらけの現実

の社会でどのような選択をして生きていきますか？しっかりと悩み、深く考えて、いずれ「自分の生き方」を

決めなければなりません。それがどのようなものになるかは一人一人異なると思います。それが自由な人間の

人生であり、それも「個性」なのですから。これから一生のあいだ悩み続けてください。そのための判断の材

料はこの志成館のホームページのいろいろなところに載せていますから。 
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〈 「自分が得する言葉しか耳に入ってこない」未熟な子供たちへのとても厳しい言葉 〉 

 

 今回は、森先生の友人で、小学校や中学校や学習塾の、とりわけ成績を伸ばそうと一生懸命に子供たちを指

導されている先生たちに共通した、「子供たちのもつ一般的な傾向」についての意見を述べます。厳しい文章

なので怒（おこ）らないで読んでください。それは「未熟な子供たちは、自分に都合のよいことしか耳に

入らない（＝受け入れようとしない）！！」という意見です。 

保護者や親や先生たちはみんなあなたたちの幸せを願い大切に思い愛しています。だから日々厳しい指導をされ

ます。それはいつも話しているように、あなたたちが幸せにしたいからなのですなるためです。そのような目的で

先生などが話をされたり指導をされるとき、あなた達が話しを聞いてくれるように関心を引く目的で、大切な話の

内容と同時に、少し甘い言葉やおいしい話をされることが時々あると思います。そのようなときに、あなた達の中

には、「話で最も大切な、先生などが伝えたい厳しいことは忘れてしまって、おいしいこと、楽しいこと、楽なこと

だけ受け入れていく傾向の人がとても多いということ」です。進学指導のときでも同様です。このようなことを繰

り返していたら、その後の人生が失敗だらけの破滅的なものになっていくことは誰にでも簡単にわかるはずですが

いかがでしょうか。 

大切なことは、日々自分に「甘い判断をする傾向や欠点」がないかをしっかりチェックし、自分をいつも見つめ

なおしながら生きていくことです。いつも「おいしい言葉に自分が騙されていないか」をチェックするのです。 

実はこのことは欲張りでお人好しで無能で学習をしないすべての未熟な大人たち（ひどい表現ですが、わざとき

つい言葉にしています）にも言えることなのです。だからネット上での詐欺や投資話に騙（だま）され、欠陥商品

を買わされ、そのうえ自分の積み上げてきた財産や信用を失うのです。（涙）。 

※ 参考までに、このような甘い人々を誑（たぶら）かす悪政の典型である「飴と鞭（あめとむち）の政策」と

いう社会政策上の言葉を学習してください。ドイツのビスマルクの政策の典型なのですが、日本では 1925年

の「普通選挙法」と「治安維持法」との抱き合わせが好例になります。 
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＜ 「学問」について一言    ・・・館長の嘆（なげ）き  ＞ 

 多くの現代人は「学習」するのは「将来の仕事のため」であり「実用的に使える知識を身につけるため」

と考えています。福沢諭吉が「学問のすすめ」で説いたのはまさしくこのことであり、学習することは極めて

実用的な必要ごとであります。そして学習することで人々はいろいろな意味で豊かな人生を送れます。 

しかし学習することにはもっと大きな理由があります。それは今の時代や今の社会が果たして理想的な社会

なのかを疑ってみる力を人々に与えるという点です。「伝統」や「権威」や今の時代では当然とされているこ

とが本当に正しいのかを疑う力を与えてくれるということです。 
館長はテレビ番組やコマーシャルそしていろいろなネット情報で、人々の関心事や物の考え方を見るたびに、「現

代人はどうしてこれほどまでに真の学問の目的を忘れてしまったのか」とあきれ果て呆然となって嘆きたくなるこ

とがしばしばあります。 

小学生や中学生には難しい議論なのでここまでにしておきますが、いつか分ってくれる時が来ると思って次の言

葉をここに載せておきます。それは 

「学問は、すべての真実とされていることを疑ってみることから始まる」 
というものです。館長の先輩にあたる福岡高校出身のノーベル医学賞の受賞者である大隅良典先生も、このこと

に力点を置いて、福岡高校の全生徒を前にして講演をされていたことはＡＳＳＥＴＳで紹介したはずです。曰く「教

科書を素直に信じているような高校生には未来の可能性などない」と。 

時の支配者階級、支配的な企業や富裕層、多数者は自分たちの権威や立場が脅かされる可能性があるために、学

問や教科書や教育行政に介入して、「真の学問をさせない」ことによって、自分たちの立場を安全安泰な状態にして

おきたいのです。 

※難しいことを書いて申し訳ありません。それでも館長が伝えたいこと 

がわかってくれる人たちが志成館にもいると思って書きました。 
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〈 「一期一会（いちごいちえ）」・・・出会いがあれば必ず別れがある 〉 
友情や恋愛は偶然の出会いから始まることが多い。たまたま同じクラスであったり、同じ部活であったり、クラ

ス名簿の順位が近かったり、教室での席が近かったり、たまたま同じ通学や通勤のバスや電車を利用していたり、

たまたま同じパーティーに出ていたり、たまたま飲み屋で隣の席に座っていたりしての出会いなど。これらがもと

になって永い友情が生まれ、場合によっては結婚に至り、人生を共にする関係も生じる。長い間生きてきた館長は、

そのような出会いをたくさん見てきた。親子関係や兄弟関係も一つの偶然の出会いと考えてもよいと思っている。 

このような出会いがあって、素晴らしい関係が続いていると、その関係が永遠に続いてほしいと願う。しかしお

互いの信頼関係がなくなった時や、どちらかの一方に新しい大切な出会いが生じると、それまでの関係は霧のよう

に消えてしまうことが多い。祖父母や父母との偶然の事故や高齢による死別も別れの一つの「形」であろう。 

こんな時人は自分の運命を嘆いたり、自分の過去の行為を後悔したり、時には自分のもとを去っていった友人や

恋人を恨むこともあるだろう。それが普通の人間の姿でもある。 

しかし、親子関係を含めて、人はすべて、「それまでの素晴らしい出会いがあったこと」に感謝をするべき

である。たとえ大失恋をして、生きる気力がなくなったとしても、そのような出会いの期間があったことに感

謝して、「去る者は追わず」という強い決意で、忘れる努力をし、あきらめることも大切である。酷（むご）い
ようだが、たとえ自分が愛し、頼りにする父母と万が一死別することがあっても、決して嘆いてはいけない。むし

ろ愛する父母と一緒に生きていけた時間があっただけでも「神からの最高のプレゼントをもらったのだ」と感謝す

るべきなのである。そのためには、 

あとで嘆くことがないように、「今日」そして「今」の出会いや関係を大切にし、感謝の気持ちを

もって人々と接して生きていくべきである。親子でも友人や恋人に対しても、すべて「今日」を大切

にして精いっぱい生きていかなければならない。そうすれば、悲しい別れがあっても「後悔」や「嘆き」は
大きくならない。少なくとも悲しみはすこしは癒されるでしょう。 
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 ＜「小さなことでも、メモしましょう」  ・・・相撲界のいじめに関連して ＞ 

 

 現在、相撲界の暴力事件について、毎日のように報道がなされています。そのことに関して、ある有名な

人で、社会的にはとても立派であると評価されている人が、５年以上前に、次のような発言をされています。 

「相撲界の人間はバカばっかり。どうしてかと言うと、立派な人が、貴重な話をし

ている時に、誰一人として筆記具とノートを準備して、メモを取ろうとしないからで

ある」と。 人は忘れる動物だから、ノートをしっかり取らないと、誰でもすぐに話の内容を忘れてしまう。
大切なことも話として聞くだけでは身につかない。大切なことはしっかりノートをとって、それを反復して読

み返さないと、自分の知識や教訓として、頭や心の中に入っていかないのです。 ノートをとる人がいない相

撲界はいつまでたっても昔のままの、閉鎖的で古い社会のままであり、いじめや暴力がなくなるような組織に

は全く進歩していないということなのです。 

この「幸せになるための思考方法」にこれを載せた理由はわかりますよね。ここに成績を上げる方法がしっ

かりと書かれているからです。つまり上掲の言葉がもっとも必要なのは、実は関取ではなく、小中高生のあな

たたちなのです。授業中、それが学校であろうと塾であろうと、大切なことは、ノートや教科書や、教材の隅

にでもしっかりとメモをするのです。そしてそれを暗記するまで繰り返し見続けるのです。授業だけでなく、

本や新聞に良いことが書いてあった場合でも、どんな小さなことでもメモを取るのです。そうすれば暗記がで

きないとか、忘れてしまって思い出せないとか言わなくて済むのです。 

少なくとも館長が知る限り、大物作家や学者や企業での管理職や社長に上り詰めた人はほとんどが「メモ魔」

でした。紙きれでも何でも良いから、「メモをして読み返しましょう」そうすれば成績なんてすぐに上がるも

のなのです。 

ＮＯ. ３９  
 
幸せになるための思考方法 

 

2017 年 冬  志成館 

 



 

 

 

〈  「推薦入試」「や「面接試験」に合格する人たちの「性格」ないし「人間性」  〉 
年末や 1月になると、「推薦入試」の対策指導をしてほしいという希望がたくさんあります。そこで、「面接試験」

に合格するための、必要条件を列挙します。結局は「立派な社会人として育っているか否か」がポイントです。 
 

０１）他人の話をまじめにしっかりと聞く習慣があること。 

     ・・・普段から自分に興味がないことや、自分には役に立たないと思うことを聞かない人は不合格 

０２）笑顔が可愛いことや元気の良い表情が読み取れること＝魅力がある人間であること 

     ・・・小さい声やはっきりしない言葉で対応しり、いやだという気持が顔に出る人は不合格 

０３）そもそもの面構えの良否=わかりやすく言えば顔つきの良否 

     ・・・わがままそうな顔、横柄で生意気そうな顔、間抜け顔などは不合格 

➡「鏡」を見るか、「チャーリーとチョコレート工場」の映画を見て自分の顔つきの欠点を探すこと 

０４）行為やしぐさ 

     ・・・ドアの締め方が手荒かったり、椅子の座り方が粗雑であればその時点で不合格 

０５）反応が遅い人や慌てて早く答えすぎる人 

     ・・・ゆっくりと間（ま）をおいて、落ち着いて答えましょう 

０６）性格の素直さ 

     ・・・テストの時に面接官は、困っている人には助け舟を出してくれます。その時には自分の考えに

こだわらないで、素直に面接官の指導に従うこと。 

 

※ 就職試験でも同じで、肝要（かんよう＝とてもたいせつ）なことは 

「君たちがお店に行った時に、君たちが気持ち良いと感じる店員さんの 

ように、丁寧で優しくて賢そうな対応を笑顔ですればよいだけ」の事なのです。  

ＮＯ. ４０  
 
幸せになるための思考方法 

 

2018 年 初春 志成館 
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